
平成 22 年度 お茶の水女子大学・生活科学部「特別設置科目」（後学期）の案内 
 
【開講時間】火曜日～金曜日。基本的に 11・12 限（18：20～19：50）ですが、科目により

変則的な講義日程になっています。各科目の案内にある開講日時を確認してください。 

【後学期開講授業科目】                 

                                      講義室は本館１F １２７予定 

コミュニティ保育資源の活用Ⅱ             2 単位 火曜日 18：20～21：30＊ 

                            担当： 多田 千尋（「東京おもちゃ美術館」館長） 

地域との連携と協同が今や不可欠の保育及び幼児教育、子育て支援の中で、 コミュ

ニティの中に人的資源や文化資源を見出し、計画・連携の実行をする うえで、その方

法を探り、文化構想を展開する道標を検証する。 

 また、2008 年 4 月に廃校となった元小学校に、地域住民と NPO との文化協働で創設

された東京おもちゃ美術館での現場検証も十分に実施し、ミュージアムの持つ保育資源

の可能性も考察する。 

（１）  保育施設が地域と繋がりあう文化協働とは何か 

（２）  地域で保育資源を紡ぐ、保育資源を創る 

（３）  地域とのファシリテーター、インタプリターとしての保育者の可能性 

（４）  老若男女共同参画から見た子育て支援施設の可能性 

（５） 東京おもちゃ美術館が創る「多世代交流」「幼老統合ケア」 

 

【開講予定】＊ 

１０月 ５日  １８：２０～２１：３０（２コマ連続授業）  ①②  お茶の水女子大学にて 

１１月 ２日  １８：２０～２１：３０（２コマ連続授業）  ③④  東京おもちゃ美術館にて 

１１月１６日  １８：２０～２１：３０（２コマ連続授業）  ⑤⑥  東京おもちゃ美術館にて 

１１月３０日  １８：２０～２１：３０（２コマ連続授業）  ⑦⑧  お茶の水女子大学にて 

１２月１４日  １８：２０～２１：３０（２コマ連続授業）  ⑨⑩  東京おもちゃ美術館にて 

１２月２３日（木・祝日） 見学  東京おもちゃ美術館にて 

１０：００～１２：００、１３：００～１５：３０ （３コマ分）  ⑪⑫⑬ 

１月１８日  １８：２０～２１：３０（２コマ連続授業）  ⑭⑮  お茶の水女子大学にて 

 

乳幼児発達障害論Ⅱ                   2 単位 水曜日 18：20～19：50（＊＊） 

                         担当(予定)：榊原 洋一（お茶の水女子大学大学院 教授）

乳幼児発達障害論後期では、前期に引き続き、乳幼児期に比較的良く見られる神経、

精神疾患について概説する。具体的には、てんかん、脳性まひ、筋疾患などの神経疾患、

精神遅滞、言語遅滞、協調性運動障害などの発達障害、さらに心身症、不安障害、うつ

といった精神疾患の特徴、原因と対応について、詳しく解説する。 
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【開講予定】＊＊ 

１０月 ６日  １８：２０～１９：５０  ①  てんかん１について 

１０月１３日  １８：２０～１９：５０  ②  てんかん２について 

１０月２０日  １８：２０～１９：５０  ③  脳性まひについて 

１０月２７日  １８：２０～１９：５０  ④  精神遅滞について 

１１月１０日  １８：２０～１９：５０  ⑤  言語遅滞について 

１１月１７日  １８：２０～１９：５０  ⑥  心身症について 

１１月２４日  １８：２０～１９：５０  ⑦  神経・筋疾患について 

１２月 １日  １８：２０～１９：５０  ⑧  チックについて 

１２月 ８日  １８：２０～１９：５０  ⑨  摂食障害について 

１２月１５日  １８：２０～１９：５０  ⑩  排泄障害について 

１２月２２日  １８：２０～１９：５０  ⑪  協調性運動障害について 

 １月１２日  １８：２０～１９：５０  ⑫  コミュニケーション障害について 

 １月１９日  １８：２０～１９：５０  ⑬  不安障害とうつについて 

 １月２６日  １８：２０～１９：５０  ⑭  児童虐待とその後遺症について 

 ２月 ９日  １８：２０～１９：５０  ⑮  試験    

乳幼児保育マネージメントⅡ           2 単位 木曜日 18：20～19：50＊＊＊ 

                               担当： 大戸 美也子（お茶の水女子大学 講師）

幼保一体化を含む新たな次世代育成支援のための一元的なシステム作りを目指して、

政府はこのたび「子ども・子育て新システム」を公表した（H22.6.25）。子ども手当て

など子育て支援の財源を一元化し、幼稚園と保育園を一体化した『子ども園』（仮称）

にしようというのが新システムの柱である。就学前の子どもたちの教育と保育と子育て

支援の三位一体を図ると同時に、その水準を保っていくためには、保育時間と空間と保

育者の構成、そして保護者との関係の在り方の全体を見直し、乳幼児保育･教育の新た

な運営方法について検討する必要がある。「乳幼児保育マネージメントⅡ」では、幼保

一体的運営を実施している国内外の先行例の分析（ケース・スタディ）を通して、乳幼

児の発達に必要な多様な機能の質を確保するための条件を具体的に探り、「子ども・子

育て新システム」運営の指標を描くことを目的とする。 
 

【開講予定】＊＊＊ 

１０月 ７日  １８：２０～１９：５０  ① 

１０月１４日  １８：２０～１９：５０  ② 

１０月２１日  １８：２０～１９：５０  ③ 

１０月２８日  １８：２０～１９：５０  ④ 

１１月 ４日  １８：２０～１９：５０  ⑤ 

１１月１１日  １８：２０～１９：５０  ⑥ 
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１１月１８日  １８：２０～１９：５０  ⑦ 

１１月２５日  １８：２０～１９：５０  ⑧ 

１２月 ２日  １８：２０～１９：５０  ⑨ 

１２月 ９日  １８：２０～１９：５０  ⑩ 

１２月１６日  １８：２０～１９：５０  ⑪ 

 １月１３日  １８：２０～１９：５０  ⑫ 

 １月２０日  １８：２０～１９：５０  ⑬ 

 １月２７日  １８：２０～１９：５０  ⑭  

子ども理解と保育の探究Ⅱ            2 単位 金曜日 18：20～21：30＊＊＊＊ 

                              担当：上垣内 伸子（十文字学園女子大学 教授） 

遊びに込めた子どもの気持ちに共感しつつ自己充実を援助すること、仲間関係や活動

の中で困難さに直面している子どもに寄り添い支えること、一人一人が充分に自己発 

揮できるような環境を創り出すこと－－このように保育は子どもと保育者が今ここで 

関わり育つ場である。参加者が保育事例を持ち寄り、個々の子どもの発達と心的世界 

の理解、それに対する援助のあり方の探求、保育者自身の自己理解と子どもとの関係 

理解という子どもと保育者の二側面から考察し、参加者相互に多様な視点や解釈に触 

れながら自己の理解を深めていくことを目指したい。 

 

【開講予定】＊＊＊＊ 

１０月 １日  １８：２０～１９：５０  ① 

１０月 ８日  １８：２０～１９：５０  ② 

１０月１５日  １８：２０～１９：５０  ③ 

１０月２２日  １８：２０～１９：５０  ④ 

１０月２９日  １８：２０～１９：５０  ⑤ 

１１月 ５日  １８：２０～２１：３０  ⑥⑦  2 コマ連続講義 

１１月１９日  １８：２０～１９：５０  ⑧ 

１１月２６日  １８：２０～１９：５０  ⑨ 

※幼･保一体的運営施設の見学を予定し

ており、見学日は 2 コマ連続講義の扱い

とするが、日程は後日お知らせします。 
※2 コマ連続講義を入れて全 15 回となり

ます。 

１２月 ３日  １８：２０～１９：５０  ⑩ 

１２月１０日  １８：２０～１９：５０  ⑪ 

１２月１７日  １８：２０～１９：５０  ⑫ 

 １月２１日  １８：２０～１９：５０  ⑬ 

 １月２８日  １８：２０～１９：５０  ⑭ 

 ２月 ４日  １８：２０～１９：５０  ⑮ 
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